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住友金属鉱山株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：野崎 明）は、環境課題の解決に

資する事業の資金調達のため、当社初となるグリーンボンド（以下「本社債」）を下記のとおり
発行することとなりました。本発行により調達した資金は、車載二次電池用正極材の増産に向け
た設備増強及び新工場建設に係る新規投資又は既存投資のリファイナンスへの充当を予定してい
ます。 

 
記 

 
１．発行の目的・背景 
当社グループの主力事業は、鉱山開発・運営を行う「資源事業」、採掘した鉱物資源から高品

質な金属素材を生み出す「製錬事業」、素材に時代が求める新たな価値を付加する「材料事業」
であり、当社はこの３事業の有機的な連携が生み出す競争優位を活かした独自のビジネスモデル
を構築しています。 

2022 年２月、当社グループは「変革への新たな挑戦」をテーマに、2022 年度から 2024年度ま
でを対象とする「2021 年中期経営計画」（以下「21 中計」）を策定しました。長期ビジョンおよ
び「2030 年のありたい姿」実現に向けて引き続き邁進するとともに、社会環境変化に的確に対応
するべく、チャレンジを続けていく当社グループの取り組みについて、海外における銅・金鉱山
の開発や電池材料（正極材）生産能力増強等の「企業価値拡大」、菱刈鉱山のサステナビリティ
重視の操業への転換といった「コアビジネスの持続可能性向上」、2050 年までの GHG 排出量ネ
ットゼロに向けた計画策定・諸施策実現等の「社会環境変化への適応」、サステナビリティ施策
の推進加速といった「経営基盤強化」の４つにまとめています。当社グループは、21 中計期間を
将来の更なる飛躍に向けた重要な 3 年間と位置付け、これら「4 つの挑戦」に果敢に取り組むこと
で変革を遂げてまいります。 
この度、こうした取り組み推進のため、本社債を発行することとしました。 
 
 
 
 

当社初のグリーンボンド発行に関するお知らせ 



 
２．本社債の概要 
名称 住友金属鉱山株式会社第 34 回無担保社債 

（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 
発行総額 150 億円（予定） 
発行年限 5 年（予定） 
発行時期 2022 年 10 月（予定） 
資金使途 車載二次電池用正極材の増産に向けた設備増強及び新工場建設

に係る新規投資又は既存投資のリファイナンス 
ストラクチャリング・
エージェント 

大和証券株式会社 

主幹事証券会社 大和証券株式会社、みずほ証券株式会社 
※「ストラクチャリング・エージェント」とは、グリーンファイナンス・フレームワークの策定
やセカンドオピニオン等の外部評価の取得に関する助言等を通じて、グリーンボンドの発行支援
を行う者のことです。 
 

３．グリーンファイナンス・フレームワークの策定及び外部評価の取得 
本社債発行にあたっては、国際資本市場協会（ICMA）が定めるグリーンボンド原則（GBP）

2021 等（以下「原則等」）に基づき、①調達資金の使途、②プロジェクトの評価及び選定プロセ
ス、③調達資金の管理、④レポーティング等の方針を記載した「グリーンファイナンス・フレー
ムワーク」（以下「本フレームワーク」）を策定しました。 
また、本フレームワークに対する第三者評価として、株式会社日本格付研究所（JCR）より

「JCR グリーンファイナンス・フレームワーク評価」の最上位である「Green 1(F)」を取得して
おります。 

 
■グリーンファイナンス・フレームワーク 

https://www.smm.co.jp/sustainability/finance/  
■JCRグリーンファイナンス・フレームワーク評価 

https://www.jcr.co.jp/greenfinance/ 
 

４．資金使途の詳細 
本社債の発行により調達した資金は、以下の適格クライテリアを満たすプロジェクト（以下

「適格プロジェクト」）に係る新規投資又は既存投資のリファイナンスに充当する予定です。 
 
 



 
 

適格クライテリア 
プロジェクト分類 クリーン輸送 
適格プロジェクト 車載二次電池用正極材の増産に向けた設備増強及び新工場建設 
 

■適格プロジェクトの詳細 
現在、世界的な脱炭素の流れの中で、自動車の電動化が急激に加速しています。当社では車載

電池向けにニッケル系の正極材を生産・販売しておりますが、その需要は大きな広がりを見せて
います。当社は、この需要拡大に対応するため、二次電池用正極材の増産を目的とした設備増強
及び新工場建設を行います。脱炭素化に貢献する高機能電池材料の供給拡大により、「2030 年の
ありたい姿」の重要課題「気候変動」のありたい姿で掲げる「温室効果ガス（GHG）排出量ゼロ
に向け、排出量削減とともに低炭素負荷製品の安定供給を含めた気候変動対策に積極的に取り組
んでいる企業」の実現に向けて取り組んでまいります。 

 
■適格プロジェクト例 
車載電池向け正極材の増産を決定～別子地区に新工場を建設～（2021 年７月６日付プレスリリ

ース） 
https://www.smm.co.jp/news/release/uploaded_files/20210706_J.pdf 
 

 

本件に関するお問合せ先 
 

住友金属鉱山株式会社 広報ＩＲ部  東京都港区新橋 ５－１１－３ 新橋住友ビル 

ＴＥＬ：０３－３４３６－７７０５ Ｅメール：smm_koho@smm-g.com 


